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爽やかなそよ風が心地よい時期になりました。 

これからは汗をかきやすい時期になりますので、水分補給はこまめに行いましょう。 

 

皆さんは胃カメラを受けたことはありますか？胃がんの原因の 80％以上がピロリ菌感染

と言われています。ピロリ菌は胃がんだけでなく、慢性胃炎、胃潰瘍・十二指腸潰瘍も引き

起こすことが分かっています。ピロリ菌を除菌すると胃がんの発生リスクを減らせますの

で、感染が分かったら除菌治療を受けられることをお勧めします。佐賀県では「中学３年

生」を対象としたピロリ菌検査・除菌治療が行われています。 

 

 
当院の胃カメラの方法として 3つあります。 

①経口内視鏡検査 ②経鼻内視鏡検査 ③鎮静下の内視鏡検査 です。 

 

・経口内視鏡・・・個人差はありますが、舌の上や喉の奥にカメラ 

が当たるので嘔吐反射が起こりやすいです。 

・経鼻内視鏡・・・カメラの刺激が少ないので嘔吐反射が起こり 

にくいです。鼻腔の狭い方では経鼻内視鏡が 

入りにくい場合もあります。 

・鎮静下の内視鏡・・・嘔吐反射が強い方、緊張・不安の強い方は静脈に鎮静剤を注射します。

鎮静剤の効果には個人差がありますが、ほとんどの方が起きて検査を

受けるより楽に検査を受けることができます。 

 
 

当院では細径内視鏡と拡大機能付き通常径内視鏡を使用しており、いずれも特殊光

（当院では BLI）を併用して観察ができます。 

 

・細径内視鏡は、経鼻内視鏡や嘔吐反射が強い細径希望の患者様に対して口から挿入する内

視鏡として使用します。 

・BLI 併用拡大内視鏡では、病変の微細な表面構造や血管の走行を評価することで、癌の存

在・範囲・深達度診断の精度向上が期待できます。ピロリ菌除菌治療

後の定期検査の方や鎮静下で胃カメラ施行する方などに使用してい

ます。 

患者様にできるだけ苦痛の少ない内視鏡検査を心がけています。 

不安や疑問に思われたら、遠慮なく医師や看護師へお気軽にご相談くださ

い。いつでもご予約お待ちしています     


